
239

2025年 3 月31日　初版第 1 刷発行

畑　　光
株式会社 法律文化社
〒603-8053 京都市北区上賀茂岩ヶ垣内町71
 電話 075（791）7131  FAX 075（721）8400
customer.h@hou-bun.co.jp
https://www.hou-bun.com/

発行者

発行所

著　者 奥井亜紗子

関西大衆食堂の社会史
―「餅系食堂」からみた都市移動と立身出世

本書の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています。複写される
場合は、そのつど事前に、出版者著作権管理機構（電話 03-5244-5088、
FAX 03-5244-5089、e-mail: info@jcopy.or.jp）の許諾を得て下さい。

〈出版者著作権管理機構 委託出版物〉

乱丁など不良本がありましたら、ご連絡下さい。送料小社負担にて
お取り替えいたします。
本書についてのご意見・ご感想は、小社ウェブサイト、トップページの

「読者カード」にてお聞かせ下さい。

ISBN978-4-589-04387-0
Ⓒ2025  Ａｓａｋｏ Ｏｋｕｉ Printed in Japan

印刷：中村印刷㈱／製本：㈱田三誠堂製本所
装幀：白沢　正

Social History of Japan 2

《著者紹介》

奥井亜紗子（おくい・あさこ）

2006年　神戸大学大学院文化学研究科社会文化専攻修了。
現　在　�京都女子大学現代社会学部准教授（社会学）。博士（学術）。
著　書　『農村─都市移動と家族変動の歴史社会学──近現代日本における「近代家族の大衆化」

再考』晃洋書房、2011年〈第7回日本村落研究学会奨励賞・第5回地域社会学会奨励賞受
賞〉。

『人の移動からみた農山漁村──村落研究の新たな地平』共著、農山漁村文化協会、
2020年。

『家と子どもの社会史──日本における後継者育成の研究』共著、吉川弘文館、2022年。
『 1 ％の隣人たち──豊岡発！外国人住民と共に生きる地域社会』共著、昭和堂、2024
年、ほか。


	扉
	はしがき
	目　　次
	序　章　農村─都市移動から「家族の戦後体制」を読み直す
	1　「家族の戦後体制」と労働力型都市移動
	近代家族と人口学的移行世代
	「近代家族の大衆化」から見落とされてきたもの
	農村─都市移動者への着目
	「過剰人口」としての農村─都市移動者
	都市自営業層への流入
	2　同郷ネットワークと自営業
	同郷団体の結成と展開
	同一業種同郷団体への着目
	同郷ネットワークのタテの論理とヨコの論理
	3　自営業および自営業家族をめぐる議論
	自営業の位置づけとその変化
	自営業家族の特徴
	自営業家族の近代家族化
	4　飲食系自営業の位置づけ
	飲食系自営業の位置づけ
	関東のそば屋・関西のうどん屋
	5　餅系食堂モノグラフからみる近代
	本書の構成
	調査の概要
	第1章　「もう一つの立身出世」ルートを拓く──但馬地方の労働力型都市移動
	1　餅系食堂の始まり
	力餅食堂の歴史的展開
	組合の組織化と連合会
	2　但馬地方と親方子方
	力餅経営主の出身地
	季節出稼ぎと女中奉公
	但馬地方の親方子方
	3　但馬地方の労働力型都市移動
	京都における餅系食堂の叢生
	「もう一つの立身出世」ルートとしての餅系食堂
	4　誰が餅系食堂に出てきたのか
	次三男の場合──「既定路線」としての都市移動
	長男の場合──貧しさからの脱出
	挙家離村──力餅と金山廃村
	5　労働力型都市移動者が故郷に錦を飾るということ──大阪力餅元組合長Ｏの事例
	生い立ちと地域有力者としての成長
	「故郷に錦を飾る」という欲望
	6　餅系食堂の「坂の上の雲」
	第2章　餅系食堂の暖簾分けと親方子方
	1　暖簾分け制度
	2　住み込み修業時代
	京都力餅組合『店員記録』より
	入職の契機
	住み込み修業の苦労
	日常のなかの楽しみ
	独立の夢に向かって
	3　暖簾分けへの道のり
	独立前の他店舗視察
	「店探し、嫁探し、資金調達」
	親方の経済援助
	独立開業の日
	4　餅系食堂の親方子方
	親方の資金援助を可能にしたもの
	組合における第三者のまなざし
	「あるべき親方」規範
	5　系譜関係の構築と系統の結びつき
	系統による商売の相互扶助
	都市生活を支えるネットワーク
	第3章　大阪都市圏の発展と力餅組合の近代化路線
	1　力餅における組合の活動と特徴
	ハレの場としての慰安旅行
	京都力餅組合の一年と役員の動き
	組合規約
	各組合の特色
	2　大阪力餅組合の隆盛
	「大大阪」の発展と人口流入
	戦前力餅の大阪進出と在日朝鮮人
	戦後インナーリングエリアへの進出
	都市労働者の「胃袋」を摑む
	大阪力餅組合長Ｏの近代化路線
	3　創業一〇〇周年記念事業と組合組織の変容
	本店の位置づけ
	本店の類焼と求心力の低下
	一〇〇周年記念事業の実施
	大阪力餅主導の一〇〇周年記念大会
	4　大阪力餅組合の共同化路線
	組合行事でスーツを着るということ
	「公共領域」の創出
	共同化路線とその挫折
	5　大阪力餅ともう一つの「坂の上の雲」
	第4章　餅系食堂の日常と地域社会
	1　地域社会に根を下ろして
	地域密着型商売と地域社会への定着
	高度成長期の餅系食堂
	2　「夫婦商売」と地域のなかでの子育て
	女将さんの働き──「大女将」Ｔ1の事例
	「育児よりも商売」
	地域コミュニティの子育て
	3　餅系食堂の子どもたち
	働く両親の背中をみる
	夏休みの「疎開」と二代目の但馬弁
	継承を促すもの
	コラム1　阪神・淡路大震災と力餅
	第5章　繁栄の陰り
	1　餅系食堂を取り巻く環境の変化
	外食産業の成長
	出前配達の減少
	コンビニエンスストアの登場
	2　暖簾分けの衰退と父子継承への収斂
	暖簾分けシステムの衰退
	組合活動の衰退
	父子継承への収斂
	3　近代家族への憧憬
	「店をする」と「会社におる」
	餅系食堂の教育熱
	「あるべき家族」を実現する──Ｔ8のケース
	大学に進学することと「会社におる」ことの距離
	コラム2　鞍馬口力餅の出前配達
	終　章　令和の餅系食堂
	1　餅系食堂の社会史からみえてくるもの
	餅系食堂と但馬地方の「坂の上の雲」
	大阪力餅がみたもう一つの「坂の上の雲」
	餅系食堂の子育てと「あるべき家族」規範
	人口学的移行期世代の移動経験
	2　令和の餅系食堂
	商売の縮小と廃業の増加
	餅系食堂の新たな展開
	変化の方向性
	3　継承されていくものは何か
	参考文献
	あとがき
	関係年表
	資料「力餅経営主の生活史に関するアンケート調査」
	人名索引
	奥　　付
	広　　告



